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Q

１

人

暮

ら

し

高

齢

者

数

は

A
笠

懸

町

675

人

、

大

間

々

町

851

人

、

東

町

146

人

だ

問

孤

独

・

孤

立

対

策

に

つ

い

て

の

捉

え

方

は

保

健

福

祉

部

長

関

係

機

関

、

地

域

住

民

と

連

携

し

重

層

的

支

援

体

制

整

備

事

業

（

福

祉

な

ん

で

も

相

談

）の

周

知

を

図

り

、

課

題

を

抱

え

た

人

の

支

援

に

つ

な

げ

て

い

く

。

問

孤

独

・

孤

立

に

関

す

る

実

態

調

査

と

孤

独

死

・

孤

立

死

の

実

態

は

保

健

福

祉

部

長

令

和

４

年

度

市

内

一

人

暮

ら

し

高

齢

者

数

は

、

笠

懸

町

675

人

、

大

間

々

町

851

人

、

東

町

146

人

合

計

1672

人

。

誰

に

も

看

取

ら

れ

ず

お

亡

く

な

り

に

な

っ

た

事

例

は

、

令

和

元

年

度

２

件

、

令

和

２

年

度

６

件

、

令

和

３

年

度

４

件

だ

。

問

孤

独

・

孤

立

関

す

る

取

り

組

み

は

保

健

福

祉

部

長

高

齢

者

の

生

き

が

い

と

健

康

づ

く

り

事

業

を

実

施

、

そ

の

他

介

護

予

防

教

室

、

訪

問

を

通

し

て

高

齢

者

の

見

守

り

、

生

活

の

事

態

把

握

を

行
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い

在

宅

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

利

用

支

援

を

行

っ

て

い

る

問

コ

ロ

ナ

禍

に

お

け

る

フ

レ

イ

ル

予

防

の

現

状

は

保

健

福

祉

部

長

地

域

介

護

予

防

教

室

は

、

地

域

の

民

生

委

員

や

老

人

ク

ラ

ブ

、

在

宅

高

齢

者

支

援

機

関

、

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

と

う

と

協

力

し

実

施

し

て

い

る

。

ま

た

出

前

講

座

、

出

張

型

介

護

予

防

教

室

、

地

域

で

介

護

予

防

を

推

進

で

き

る

介

護

予

防

サ

ポ

ー

タ

ー

養

成

講

座

も

実

施

し

て

い

る

。

問

介

護

予

防

サ

ポ

ー

タ

ー

の

人

数

は

保

健

福

祉

部

長

現

在

は

25

人

。

幅

ひ

ろ

い

方

に

参

加

し

て

頂

け

る

よ

う

研

修

を

実

施

し

、

地

域

で

介

護

予

防

の

推

進

を

図

る

取

り

組

み

を

進

め

て

い

く

。

問

中

学

校

部

活

動

の

顧

問

は

教

育

部

長

笠

懸

中

学

校

27

人

、

笠

懸

南

中

学

校26

人

、

大

間

々

中

学

校

16

人

、

大

間

々

東

中

学

校

22

人

東

小

中

学

校

３

人

。

外

部

指

導

員

は

笠

懸

中

学

校

２

人

、

笠

懸

南

中

学

校

２

人

、

大

間

々

中

学

校

１

人

、

大

東

中

学

校

１

人

の

計

６

人

だ

。

問

現

時

点

で

の

中

学

校

部

活

動

の

課

題

は

教

育

部

長

生

徒

数

の

減

少

に

よ

り

、

休

部

や

廃

部
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単

独

で

大

会

に

出

場

が

出

来

な

く

な

り

、

合

同

チ

ー

ム

で

の

参

加

、

教

員

が

複

数

の

部

顧

問

を

担

当

せ

ざ

る

を

得

な

い

学

校

も

生

じ

て

い

る

。

問

本

市

の

部

活

動

移

行

に

関

し

て

の

状

況

は

教

育

部

長

市

担

当

職

員

が

地

域

ス

ポ

ー

ツ

ク

ラ

ブ

研

修

会

へ

参

加

、

先

進

地

視

察

。

桐

生

市

と

連

携

し

地

域

移

行

に

向

け

た

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

を

実

施

し

て

い

る

。

問

部

活

動

地

域

移

行

に

つ

い

て

の

課

題

は

教

育

長

会

費

、

送

迎

、

保

険

な

ど

の

家

庭

費

用

負

担

な

ど

懸

念

さ

れ

る

。

問

指

導

者

の

確

保

は

教

育

長

人

材

バ

ン

ク

の

整

備

、

教

師

が

兼

職

兼

業

の

許

可

を

得

ら

れ

る

よ

う

規

定

改

善

に

努

め

て

い

く


